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川
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

　

５
月
９
日
、　

日
、
町
内
保

１０

育
所
の
園
児
が
日
野
川
に
稚
ア

ユ
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
川

や
魚
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
命
の

大
切
さ
、
自
然
の
か
け
が
え
の

な
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
町

水
産
振
興
連
合
会
（
生
田

正
明
会
長
）
が
計
画
し
た

も
の
。

　

９
日
は
黒
坂
カ
ワ
コ

ふ
れ
あ
い
公
園
で
黒
坂

保
育
所
の
園
児
が
、　

日
１０

は
野
田
河
川
敷
で
ひ

の
っ
こ
保
育
所
の
園
児

が
放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
場
所
に
集
ま
っ

た
園
児
た
ち
は
、
ト
ラ
ッ

ク
で
届
い
た
た
く
さ
ん

の
元
気
な
稚
ア
ユ
を
バ

ケ
ツ
に
分
け
る
と
、「
か

わ
い
い
！
」「
元
気
に
跳

ね
て
る
よ
」
と
大

喜
び
。

　

そ
し
て
「
お
お
き
く
な
あ
れ
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
日
野
川
へ

一
斉
に
放
流
。
園
児
た
ち
は
元

気
に
泳
ぐ
稚
ア
ユ
を
目
で
追
っ

た
り
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「おおきくなあれ～！」（カワコふれあい公園 )

バケツからそっと優しく放流
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園
児
た
ち
が
次
に
ア
ユ
に
出
会

う
の
は
、
７
月
に
各
保
育
所
で
お

こ
な
わ
れ
る
予
定
の
「
ア
ユ
つ
か

み
」。
園
児
た
ち
は
、
大
き
く

育
っ
た
ア
ユ
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
の

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

　　

６
月
か
ら
の
ア
ユ
漁
解
禁
に
向

け
、
町
水
産
振
興
連
合
会
が
放
流

す
る
稚
ア
ユ
は
、
今
回
の
放
流
を

含
め
て
お
よ
そ　

万
匹
。
４
月
下

５０

旬
か
ら
数
回
に
分
け
て
町
内
の
日

野
川
全
域
で
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ ・ ・ ・

「みんな元気に泳いでいったよ！」　（野田河川敷 )

清流を泳ぐ稚アユ

けいそう
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日
野
町
俳
句
同
好
会
（
川
上
文

子
代
表
）
は
、
公
民
館
活
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
約　

年
前
に
町
内

２５

の
俳
句
愛
好
者
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は
講
師
の
谷
悦
子

さ
ん
（
伯
耆
町
）
を
含
め
て
９
人
。

毎
月
１
回
の
俳
句
会
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
町
内
外
で
の 
吟
行 
を
年

ぎ
ん
こ
う

に
数
回
行
っ
て
い
ま
す
。

自
作
の
俳
句
を
持
ち
寄
っ
て

　

４
月　

日
、
定
例
の
俳
句
会
が

２５

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
集

ま
っ
た
会
員
は

会
が
始
ま
る
ま

で
の
間
、
ま
ち

の
話
題
や
近
況

な
ど
の
お
し
ゃ

べ
り
に
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

　

こ
の
俳
句
会

は
、
会
員
自
作

の
俳
句
を
い
く

つ
か
持
ち
寄
り
、

そ
の
な
か
で
良

い
も
の
を
会
の

中
で
選
び
出
し
、

講
評
を
受
け
る

と
い
う
も
の
。

　

そ
の
選
定
作
業
の
初
め
は
、
会

員
の
俳
句
が
短
冊
状
に
一
句
ず
つ

書
い
て
あ
る
用
紙
を
ま
と
め
、
集

計
用
紙
に
書
き
写
す
こ
と
。
集
計

用
紙
は
無
記
名
の
た
め
、
こ
の
段

階
で
は
、
誰
が
ど
の
句
を 
詠 
ん
だ

よ

か
は
判
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
て
集
ま
っ
た
約　

句
の

６０

な
か
か
ら
、
会
員
が
良
い
と
思
う

　

句
を
選
び
出
し
投
票
し
ま
す
。

10こ
の
と
き
、
自
作
の
句
に
は
投
票

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
各
自
の
票
を
集
計
し
、

票
の
入
っ
た
句
が
発
表
さ
れ
る
と
、

初
め
て
そ
の
作
者
が
名
乗
り
出
る

と
い
う
仕
組
み
。
晴
れ
や
か
さ
と

照
れ
臭
さ
の
入
り
混
じ
っ
た
、
句

作
の
喜
び
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　

講
師
の
谷

さ
ん
か
ら
、

高
得
点
だ
っ

た
句
に
つ
い

て
の
講
評
や
、

仮
名
づ
か
い

な
ど
の
注
意

点
に
つ
い
て

の
指
導
が
あ

り
、
最
後
に
、

持
ち
寄
っ
た

お
茶
と
お
菓

子
で
今
日
の

感
想
、
こ
れ

か
ら
の
予
定

な
ど
を
に
ぎ
や
か
に
語
り
合
い
、

俳
句
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

よ

うつろう四季に耳をかたむけながら趣味の句作を続ける「日野町俳句同好会」。

その活動を取材しました。

持ち寄った俳句を手分けして集計

                      
「 
き 
ら 
り 
こ 
の 
人 
」 

特 
集

よ
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会
員
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
っ
て
み
ま
し
た
。

俳
句
を
詠
む
う
え
で
の
苦
労
は　

な
ん
で
す
か
？

　
「
ま
さ
に
四
苦・

八
苦・

（
笑
）。
普

段
の
生
活
の
中
で
、
ポ
コ
ッ
と
生

ま
れ
る
よ
う
に
出
来
あ
が
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
む
ず
か

し
い
で
す
ね
。
年
齢
の
せ
い
で

し
ょ
う
か
、
思
い
つ
い
て
も
す
ぐ

忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
と
き

す
ぐ
に
メ
モ
を
と
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。」

俳
句
を
詠
む
と
き
に
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
「
こ
の
ま
ち
の
自
然
を
大
切
に

思
い
、
常
に
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
感
じ
な
が
ら
詠
む
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。」

俳
句
を
続
け
て
良
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　
「
こ
の
俳
句
会
で
の
お
し
ゃ
べ

り
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。
真
剣
に
句

を
選
ん
で
い
る
と
き
で
も
時
々
脱

線
し
て
季
節
の
話
題
や
お
互
い
の

近
況
を
話
し
た
り
す
る
の
が
何
よ

り
楽
し
い
で
す
。
俳
句
を
通
し
て
、

こ
う
し
て
仲
間
と
月
１
回
集
ま
る

の
が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
ま

す
。」

【
お
知
ら
せ
】

俳
句
同
好
会
で
は
、
現
在
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
俳
句
に
興
味

の
あ
る
方
な
ら
経
験
は
問
い
ま
せ

ん
。
お
問
合
せ
は
、
代
表　

川
上

文
子
さ
ん
（
根
雨
）
ま
で
。

　
　
　
　

（
電
話　

‐
０
３
９
９
）

７２

新　

コ 
ー 
ナ 
ーこ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
同
好
会
の
皆
さ
ん
の
俳
句
を
、
俳
句
会
で

選
ば
れ
た
も
の
を
中
心
に
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

一句一句こころを込めて

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　

初
音
聞
く
全
身
耳
に
し
て
を
り
ぬ　
　

安
達
つ
る
ゑ

　

訪
ね
き
て
佛
の
慈
顔
花
の
寺　
　
　
　

荒
木　

習
子

　

大
山
の
名
残
惜
し
く
も
竿
の
雪　
　
　

勝
瀬　

京
子

　

ベ
ン
ガ
ラ
て
ふ
赤
き
町
並
花
の
雨　
　

金
川　

昭
子

　

川
風
に
黄
を
広
げ
た
る 
濃
山
吹 　
　
　

川
上　

文
子

こ
や
ま
ぶ
き

　
 
弁
柄 
の
褪
せ
し
軒
並
み
花
の
冷　
　
　

久
城　

霞
渓

べ
ん
が
ら

　

菜
の
花
や
富
山
の
薬
屋
来
べ
き
頃　
　

谷　
　

悦
子

　

器
選
り
佛
と
分
つ
木
の
芽
和　
　
　
　

徳
本
千
鶴
子

　

海
お
ぼ
ろ
漁
火
互
に
応
へ
合
ふ　
　
　

真
壁
富
貴
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）
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４
月　

日
、
高
齢
者
学
級
「
お
し
ど
り
学

２８

園
」
の
開
講
式
が
町
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
学
園
生
代
表
と
し
て
、
運
営

委
員
長
の
松
原
和
幸
さ
ん
（
津
地
）
が
、「
町

財
政
の
き
び
し
い
中
、
学
園
の
存
続
が
で

き
う
れ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
開
講
の
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　

開
講
式
終
了
後
、
学
園
生
は
滝
山
公
園

へ
移
動
、
ツ
ツ
ジ
の
咲
き
誇
る
中
で
昼
食

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
お
し
ど
り
学
園
は
、　

名
が

９５

学
園
生
と
し
て
参
加
。
毎
月
１
回
（
１
、
２

月
は
休
講
）
の
講
座
で
は
、
午
前
中
は
一
般

教
養
講
座
と
し
て
講
師
を
招
い
て
の
講
演

な
ど
を
、
午
後
か
ら
は
生
花
、
園
芸
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
８
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
専
門
講
座
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

人
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト

９５
　
　

高齢者の生涯学習の拠点として

青空に快音ひびく
　　

　５月３日、第２８回日野郡少年野球日野町大

会 (主催：日野郡少年野球連盟、日野郡軟式野

球協会、日野町教育委員会）が開かれました。

　参加したのは、日野郡および旧溝口町のス

ポーツ少年団計７チーム。

　試合は、根雨小学校グラウンドと日野中学

校グラウンドに分かれてのトーナメント戦。

多くの保護者や町民に見守られるなか、一回

戦、昨年度優勝の根雨スポーツ少年団は石見

スポーツ少年団と対戦。１回裏に４点先制点

を取るなど好調な滑り出しでしたが、４回表、

５回表に石見へ大量得点を許し、７対６で惜

しくも敗退しました。

ボールをとらえる鋭い目
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　日野町出身のソプラノ歌手、野崎幹子さんの

リサイタルが４月１７日、町文化センター　ホー

ル森の音楽隊で開かれました。

　ふるさとの皆さんに本物の音楽を届けようと、

野崎さんは今まで何度も来町されています。

　今回のリサイタルは、「 朧 月夜」「叱られて」
おぼろ

など、日本の歌をつづった第１部と、「野ばら」

「歌の翼」などの外国の曲と、オペラ「夕鶴」よ

り「つうのアリア」などで構成された第２部とで

行われ、集まった聴衆はその艶のある美しい歌

声に聞き惚れていました。

　誰もが健康な毎日を送れるようにと、４月１５

日、健康づくり講演会（主催：町食生活改善推進

協議会 )が開発センターで開かれました。

　講師は米子市の森田医院院長の森田隆朝さん。

「健康づくりについて｣という演題で、脳こうそ

く・脳いっ血などの病気の仕組みや原因、その予

防法などについて話されました。

　参加者は、森田さんの独特なユーモアのある

語り口に時々笑い声を上げながらも、健康づく

りについて真剣に耳を傾けていました。

　まちの子どもたちに、ものづくりの喜びを感

じてもらおうと、子ども陶芸教室（主催：町公民

館）が４月２４日、町公民館で開かれました。

　集まった町内の小学生１６人は、講師の町陶芸

グループ（松本節哉代表）の皆さんからアドバイ

スを受けながら、粘土をこねるなどの調整から、

ろくろなどを使った成形までチャレンジ。初め

は慣れない作業に苦労している様子でしたが、

講師の皆さんと楽しくおしゃべりをしながら思

い思いの形の皿や茶碗を形作りました。

　この日の作品は、乾燥させたあと５月２１日と

６月１８日に絵付け、本焼きなど仕上げをして完

成する予定です。

心にひびく魅惑の歌声

手づくりの喜びを感じて

健康な毎日のために

ろくろにチャレンジ！うまくできたかな

しっとりとした情感あふれる歌の数々

ユーモアたっぷりに語る森田さん
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新
緑
も
ま
ぶ
し
い
４
月　

日
、
み
ど

２９

り
の
日
恒
例
の
大
山
隠
岐
国
立
公
園　

宝
仏
山
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
登
山
日
和

と
な
っ
た
こ
の
日
、
県
内
外
か
ら
約　
３０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

登
山
道
の
入
口
で
あ
る
町
歴
史
民
俗

資
料
館
前
に
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、

神
職
に
よ
る
安
全
祈
願
の
後
、
山
頂
を

目
指
し
出
発
し
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
知
ら
れ

る
宝
仏
山
は
標
高
１
０
０
５

㍍
。
登
山

道
入
口
か
ら
山
頂
ま
で
は
約
３
㌔
（
標
高

差
８
０
０
㍍
）。
登
り
は
約
２
時
間
３
０

分
、
下
り
は
約
１
時
館　

分
の
道
の
り
。

３０

　

登
山
道
を
進
む
と
ブ
ナ
の
原
生
林
や

ス
ギ
の
人
工
林
、
ク
ヌ
ギ
林
な
ど
が
続

き
、
す
ば
ら
し
い
森
林
浴
を
堪
能
で
き

ま
す
。

新
緑
に
囲
ま
れ
初
登
山

　
　

　ご存知ですか？  
　　

　人権擁護委員制度は、地域住民の中にあって国民の基本的人権を擁護する機関として

設けられた制度です。

　人権は、人間が幸福な人生を送るうえで、最も大切な権利です。自分だけでなくすべ

ての人の人権が尊重されなければなりません。

　昭和２４年６月１日に人権擁護委員法が施行されたことを記念して、毎年６月１日は

「人権擁護委員の日」と定められています。

　日野町では３名( 安達 嘉夫
あだち

    
よしお

/ 山田  厚弘 / 鳥居 
やまだ あつひろ とりい

 良 光  )の人権擁護委員が法務大臣から委
りょうこう

嘱されています。

山の安全を祈願

手つかずの自然が残る山道を行く
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距 離区     分クラス距 離区     分クラス

 ２.３㌔
 小学生男子
（４年生以上）

Ｈ ２.３㌔
 小学生女子
（４年生以上）

Ａ

 ４.６㌔ 中学生男子Ｉ ２.３㌔ 中学生女子Ｂ

 ６.９㌔ 高校生男子Ｊ ４.６㌔ 高校生女子Ｃ

 ６.９㌔ ２０歳代男子Ｋ ２.３㌔ ４０歳代女子Ｄ

 ６.９㌔ ３０歳代男子Ｌ ２.３㌔ ５０歳代女子Ｅ

 ６.９㌔ ４０歳代男子Ｍ ２.３㌔ ６０歳以上女子Ｆ

 ６.９㌔ ５０歳代男子Ｎ ４.６㌔ 年齢制限なしＧ

 ４.６㌔ ６０歳代男子Ｏ

 ４.６㌔ ７０歳以上男子Ｐ

 だれでも参加できます（順位なし） ２.３㌔ 男女フリーＳ

クラス一覧表【内容】　各クラス(右表)に分かれてタイ ム

を競い、上位入賞者を表彰します。

ただし、Ｓクラスは表彰、順位はありません。

【申込み】　申し込み用紙に参加料を添えて

教育委員会または町公民館にお申込みくださ

い。申込み用紙、大会要項は教育委員会、町

公民館、図書館にあります。

【申込み期限】６月２４日 (金 )当日消印有効

【参加料】一般　２,０００円

　　　　　高校生以下　１,０００円

　　　　　Ｓクラス　５００円

　　　　　当日は、Ｓクラスのみ無料で参加

　　　　　できますが、参加賞はありません。

問合せ先　鵜の池マラソン大会実行委員会

　　　　　( 町教育委員会内 )

　　　　　　　　　　　　電話　７２‐２１０７

 と　き７月３１日 ( 日 )

  ところ　鵜の池湖畔 ( 雨天決行 )

  受　付　午前８時３０分～
　  　　　午前９時２０分

  開会式　午前９時２０分～

  スタート　午前１０時００分
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県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

臨
時
職
員
採
用
試
験

【
採
用
職
種
】
桜
の
苑
苑
長

【
採
用
予
定
人
員
】
１
人

【
職
務
内
容
】
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
営
桜
の
苑
（
米
子
市
長

砂
町
）
の
管
理
運
営
統
括
業
務

【
受
験
資
格
】
昭
和　

年
７
月
２

１８

日
か
ら
昭
和　

年
７
月
１
日
ま
で

２７

の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
。）。

・
禁 
錮 
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

こ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者
。

・
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加

入
し
た
者
。

【
試
験
日
】
６
月　

日
（
木
）

１６

【
試
験
場
所
】
米
子
市
役
所
旧
庁

舎
会
議
室

【
試
験
の
方
法
】
作
文
試
験
及
び

面
接
試
験

【
合
格
者
の
発
表
】
６
月
下
旬
、
合

格
通
知
書
を
郵
送
し
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
採
用
】
７
月
１
日
の
予
定

【
雇
用
期
間
】
１
年
以
内

【
賃
金
月
額
】　

万
４
千
円
（
こ

１９

の
ほ
か
諸
手
当
あ
り
）

【
勤
務
時
間
】
元
旦
及
び
１
月
２

日
を
除
く
平
日
、
土
日
祝
日
の
う

ち
、
一
週
間
あ
た
り　

時
間
（
１
日

４０

あ
た
り
８
時
間
）
と
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

保
険
及
び
雇
用
保
険
の
適
用
が
あ

り
ま
す
。

【
受
験
手
続
】
履
歴
書
１
通
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
の
も
の
、
写
真
貼
付
）
を

左
記
申
込
先
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
受
付
期
間
】
５
月　

日
～
６
月

２３

　

日
１０※

受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
５
時
（
土
日
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
申
込
先
に
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
・
問
合
せ
】
県
西
部
広

域
行
政
管
理
組
合
事
務
局　

総
務

課（
米
子
市
中
町　

番
地　

米
子
市

２０

役
所
旧
庁
舎
１
階
）

電
話
０
８
５
９
‐　

‐
７
７
２
２

２２

６
月
１
日
～　

日
は

１０

電
波
利
用
保
護
旬
間

　　

総
務
省
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
の
視
聴
者
や
、
正
規
に
無
線

局
を
運
用
し
て
い
る
電
波
利
用
者

を
違
法
な
電
波
に
よ
る
妨
害
か
ら

保
護
し
、
良
好
な
電
波
に
よ
っ
て

効
率
よ
く
利
用
で
き
る
電
波
利
用

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
６
月
１

日
か
ら　

日
ま
で
を
「
電
波
利
用

１０

保
護
旬
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

電
波
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
携

帯
電
話
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
た

身
近
な
も
の
か
ら
、
警
察
無
線
、

消
防
、
救
急
無
線
や
航
空
無
線
な

ど
公
共
的
分
野
ま
で
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
無
線
通
信
や
、
家
庭
の

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
種
々
の

混
信
・
妨
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
原
因
の
多
く
は
不
法
無

線
局
（
免
許
を
受
け
な
い
で
不
法

に
開
設
さ
れ
た
無
線
局
）
か
ら
発

射
さ
れ
る
電
波
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、
電
波
を
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
不
法

無
線
局
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

混
信
・
妨
害
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
総
務
省
中
国
総
合
通
信
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨
害

（
０
８
２
）
２
２
２
‐
３
３
３
２

◎
受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

（
０
８
２
）
２
２
２
‐
３
３
８
３

　ひのっこ保育所　子育て支援室では、入所して

いない子どもたちの交流や、保護者たちの情報交

換の場として、毎週水曜日午前９時３０分～午前１１

時３０分までの２時間、親子で絵本を読んだり、ブ

ロックや積木で遊んだり、また天気のいい日には

広い園庭でブランコ、すべり台などの固定遊具、砂

場などで楽しく遊んでいます。

　参加している子どものほとんどが近所に遊ぶ友

達がいないという状況なので、まず子ども同士が

顔見知りになることからはじまり、良い「ともだち

づくり」の場になっていければと思います。

　６月は、天気がよければ水を使って遊べる季節

です。ぬれた時のために着替え、ビーチサンダル、

帽子、飲み物を持ってきてください。雨が降った

ときは、室内で折り紙、ままごと、ブロック遊びな

どをしたいと思います。

　ぜひ一度、親子で来てみてくださいね !

　　　　　連絡先　ひのっこ保育所

　　　　　　　　　担当　音田 (電話７２－０２３８)

６月の予定カレンダー

○印が実施日です



11 広報ひの

　

４
月
３
日
、「
ひ
の
奥
渡
会
」

で
は
、
曇
天
・
時
々
薄
日
の
さ
す

大
阪
城
公
園
内
で
、
恒
例
の
花

見
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
桜
の

花
は
未
だ
ち
ら
ほ
ら
咲
き
、
人

も
ち
ら
ほ
ら
の
中
、
総
勢　

名
２４

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前　

時
頃
か
ら
ブ
ル
ー

１０

シ
ー
ト
を
設
営
、
材
料
は
会
長

の
松
本
清
氏
、
副
会
長
藤
田
勝

久
氏
の
支
援
を
い
た
だ
き
、
全

員
で
シ
ー
ト
張
り
を
無
事
完
成
。

　

今
年
は「
ひ
の
奥
渡

会
」が
発
足
し
て　

年
３３

目
。
多
く
の
会
員
と

思
い
出
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　

食
事
は
、
家
庭
料

理
を
皆
で
回
し
な
が

ら
賞
味
。
特
に
山
葵

は
毎
年
人
気
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
す
。
タ

ラ
の
芽
、
タ
ケ
ノ
コ

の
天
ぷ
ら
な
ど
多
く

の
珍
味
が
あ
り
、
改
め
て
故
郷

の
味
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
い
た
だ
い
た
遠
藤

勲
氏
（
倉
敷
市
）、
金
川
昭
子
夫

妻
（
舟
場
）、
瀬
田
弘
氏
（
安
原
）、

松
本
清
伸
夫
妻
（
門
谷
）
の
皆

さ
ん
に
は
、
遠
方
か
ら
こ
の
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
う
れ

し
い
悲
鳴
。

　

ま
た
、
自
立
政
策
の
進
む
な

か
、
今
回
も
そ
の
話
題
が
出
ま

し
た
が
、
ま
ず
は
「
頑
張
っ
て
」

の
声
。

　

ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い
話
、

情
報
交
換
な
ど
盛
り
上
が
っ
た

と
こ
ろ
で
午
後
４
時
半
に
閉

会
・
解
散
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
宅
の
途

に
つ
き
ま
し
た
。

　

根
雨
宿
場
町
内
に
水
琴
窟
を

６
基
設
置
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

帰
省
し
た
際
に
音
の
散
策
を
す

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

木
山
久
嘉

なぜ導入したの？

　いま、鳥取県の森林は荒れた状態が進行しています。

そのため、豊かな水を育み ､災害を防ぐなど私たちみ

んなが受けている森林の恵みが失われつつあります。

　森林を保全するために県民の皆様に広く薄い負担を

していただき、県民みんなで森林を守り育てる意識を

高めていきたいと考えています。

誰が、いくら負担するの？

　【個人】年３００円を個人県民税均等割に上乗せします。

(現在１,０００円 )

　【法人】資本金に応じて、６００～２４,０００円を法人県民

税均等割に上乗せします。（現在２万円～８０万円）

　★１年間の税収は１億円程度となります。

いつから納税するの？

　【個人】平成１７年度分の県民税からです。

　【法人】平成１７年４月１日以降に開始する事業年度分

の県民税からです。

　★３年後に見直しを行います。

税収は何に使うの？

●間伐などによる広葉樹との混交林化

　手入れがされていない奥地の水源林等を対象とし、

公益的機能を回復させるための間伐などを行います。

●森づくりの参加を促す森林体験

　多くの県民参加による間伐の作業体験、森林教室等

の森林体験企画に助成します。

　★県民の皆さんや有識者で構成される「評価委員会」

で事業を選定・審査します。

　★県民の皆様に１人でも多く参加していただく森林

体験などの企画や、間伐を希望する箇所を募集してい

ます。

　問合せ先　鳥取県庁税務課

　　〒６８０‐８５７０（住所記載不要）

　　電　話　０８５７‐２６‐７０５３

　　ＦＡＸ　０８５７‐２６‐７０８７

　　Ｅメール　zeimu@pref.tottori.jp

　　ホームページ

       　http://www.pref.tottori.jp/

平成１７年度から「森林環境保全税」を実施します
鳥取県からのおしらせ

ふ 
る 
さ 
と 
へ 
の 
便 
り

。
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インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://ascpcenter.infosakyu.ne.jp/ilis/top.htm

〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

E-mail  hinolib@infosakyu.ne.jp

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

　　　　　　　　　　　　　　　　６月２６日 ( 日 )１３：００～
　　　　　　　　　　　　　　　　入場料 ５００円 (小学生以下無料 )
出演：まつもと・わーるど、ロス・レガリートス、広瀬設備、きじま

たい、 曄 の会、コーラスグループ・アザレア、森の子合唱団、 桐糸音 、
よう こ　と　ね

湯原洋子＆藍田月子、合唱団おしどりたち＆コール白鳥

主催：同実行委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　７月９日 ( 土 )、１０日 ( 日 )
　　　　　　　　　　　　　　　　入場料：前売 ５００円、当日８００円

　　　　　　　　　　　　　　　　( 小学生以下無料 )
あらすじ：宇宙船「アルカディア 4TH」のキャプテン・リエラに、廃

棄された謎の宇宙ステーション「エピタフ ｣を調査せよとの命令が下

る。エピタフの正体とは？そこでリエラが見つけたモノとは？

第９回　日野川音楽祭

エ　ピ　タ　フ

　　　　　　　　　　　　　　　　７月２２日 ( 金 )
　　　　　　　　　　　　　　　　第 1 回 10：15 ～ ( 保育所団体鑑賞 )

　　　　　　　　　　　　　　　　第２回 １９：３０～
入場料：大人 1,700 円、小学生以下 1,300 円、親子ペア 2,500 円
主催：日野町

人形劇団プーク公演

　三びきのやぎのがらがらどん／
　ぼちぼちいこか

　　　　　　　　　　　　　　　　７月３１日 ( 日 )１３：００～　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　入場無料
日野川流域のコーラスグループの競演です。お楽しみに

主催：日野川合唱連盟

　　６月１９日 ( 日 )

　　１０：００～１５：００

｢ 時計をつくりましょう ｣
○要材料代 (千円以内 )

○対象：小学生以上。ただし、

　幼児でも親子参加なら可

　

 図書館

　

　６月１８日 (土 )
　１０：００～１１：００
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ＪＵＮＥ（水無月）

火１４　人権相談　開発センター　午後１時～午後３時水 １
　発泡・蛍光管の収集日（７班）水１５　発泡・蛍光管の収集日（１班）

　発泡・蛍光管の収集日（８班）木１６　発泡・蛍光管の収集日（２班）木 ２
　胃がん・大腸がん検診

　開発センター　午前８時～午前９時
　発泡・蛍光管の収集日（３班）金 ３

　発泡・蛍光管の収集日（９班）金１７　基本健康診査、肺がん・結核検診

　金持公民館、板井原公民館、奥渡公民館

　行政相談　開発センター　午前９時～正午土１８土 ４

日１９日 ５
　古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月２０　不燃・資源ごみの収集日（黒坂・菅福地区）月 ６
　可燃粗大ごみの収集日（黒坂・菅福地区）火２１　心配ごと相談、子育て・高齢者生活相談　   　

   開発センター・老人福祉センター　午後１時～午後３時

　基本健康診査、肺がん・結核検診

　開発センター　午後１時～午後２時

　胃がん・大腸がん検診

　町公民館　午前８時～午前９時
　胃がん・大腸がん、基本、肺がん・結核検診

　老人憩いの家　午前８時～午前９時３０分
　さつきまつり（９日まで）　開発センター火 ７

　基本健康診査、肺がん・結核検診

　町公民館　
水２２　乳幼児相談　開発センター

　受付：午後１時１５分～午後１時３０分

　不要犬・猫引取り日　日野保健所木２３　発泡・蛍光管の収集日（４班）水 ８

金２４　基本健康診査、肺がん・結核検診

　町公民館　午後１時～午後２時

土２５
　胃がん・大腸がん、基本、肺がん・結核検診

　菅福公会堂　午前８時～午前９時３０分

日２６　不要犬・猫引取り日　日野保健所木 ９
　古紙の収集日（根雨・日野地区）月２７　発泡・蛍光管の収集日（５班）

　可燃粗大ごみの収集日（根雨・日野地区）火２８　基本健康診査、肺がん・結核検診

　久住集会所、町公民館
　１歳６ヶ月、２歳児健診　開発センター

　受付：午後１時１５分～午後１時３０分
　発泡・蛍光管の収集日（６班）金１０

水２９　町文化団体連絡協議会作品展　午後１時～
　開発センター（１４日まで）

土１１
　町県民税１期分納期限木３０日１２

　不燃・資源ごみの収集日（根雨・日野地区）月 １３

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852介護支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐0331夜間・休日72‐1191下榎集会所

直
通
電
話
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日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
晶

　

住
民
の
生
命
・
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
の
消
防
団
員
の
技
術
向
上
、
消
防
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
、
４
月　

日
、
町
消
防
ポ

２４

ン
プ
操
法
審
査
会
が
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
駐

車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
と
で
行
わ
れ
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
は
第
１
分
団
、
第
２
分
団
、
第

３
分
団
が
出
場
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に

は
第
１
分
団
と
第
２
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
ポ
ン
プ
車
ま
た
は
小
型
ポ
ン
プ

を
使
っ
て
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
あ
る
火
点

（
標
的
）に
向
け
て
放
水
、
そ
れ
ら
を
終
了
す

る
ま
で
の
一
連
の
動
作
の
正
確
さ
、
機
敏
さ
、

所
要
時
間
な
ど
を
競
う
も
の
。
審
査
は
、
江

府
消
防
署
員
が
公
正
に
行
い
、
選
手
同
士
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
動
作
の
安
全
性
な
ど
の
視

点
か
ら
も
き
び
し
く
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

出
場
選
手
は
各
分
団
の
代
表
と
し
て
迅

速
・
正
確
に
操
法
を
行
い
、
日
ご
ろ
訓
練
し
て

き
た
成
果
を
み
ご
と
に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
、
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
い
ず
れ
も
第
１
分
団
が

１
位
と
な
り
、
７
月
３
日
に
米
子
市
で
行
わ

れ
る
県
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　　

ツ
ツ
ジ
と
桜
の
競
演

　

４
月　

日
か
ら
５
月
５
日
ま

１７

で
、
恒
例
の
滝
山
公
園
つ
つ
じ

ま
つ
り
が
滝
山
公
園
で
開
か
れ
、

町
内
は
も
と
よ
り
、
町
外
、
県
外

か
ら
も
多
く
の
花
見
客
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

桜
・
ツ
ツ
ジ
の
名
所
と
し
て
有

名
な
公
園
内
に
は
、
ダ
イ
セ
ン

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
約
３
万
本
、

遅
咲
き
の
八
重
桜
が
約　

本
あ

１００

り
、
山
肌
に
そ
っ
て
咲
き
誇
る

姿
は
、
さ
な
が
ら
ピ
ン
ク
色
の

じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ

う
。
今
年
は
例
年
に
比
べ
約
１

週
間
ほ
ど
見
ご
ろ
が
遅
く
、
ま

つ
り
期
間
の
後
半

ま
で
花
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

期
間
中
は
公
園

内
に
売
店
が
開
店
、

ま
た
臨
時
バ
ス
が

黒
坂
駅
よ
り
運
行

す
る
な
ど
、
春
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に

は
ぴ
っ
た
り
。
訪

れ
た
人
た
ち
は
公

園
内
を
散
策
し
た

り
、
花
の
下
で
弁

当
を
広
げ
た
り
と
、

思
い
思
い
に
花
見

を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

迅速・正確な消火を目標に
　　

花を愛でながら散策を楽しむ

日々の訓練の成果を発揮る



15 広報ひの

　

新
緑
の
美
し
い
こ
の
頃
、
十
数
羽
の
オ
シ

ド
リ
が
残
留
し
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
を
日
野

で
過
ご
し
、
子
育
て
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
情
報

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
野
川
に
春
を
告
げ
る
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
、
水

仙
、
桜
、
ど
れ
も
こ
れ
も
オ
シ
ド
リ
と
お
似

合
い
。
ま
さ
に
一
幅
の
絵
を
見
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
花
鳥
風
月
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の

で
す
。
自
然
の
作
り
出
す
偉
大
な
力
に
こ
れ

か
ら
も
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

花
鳥
風
月　

・ ・ ・ ・

料理

届
出　

４
月　

日
～
５
月　

日   
敬
称
略

１２

１０

  

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　

（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

４
月

加
藤　
　

綸　
　

哲
也
・
宣
子    

女
の
子   
下
榎

　
お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

４
月

櫃
田　
　

肇　
　
　

歳　
　

金
持

７３

草
瀬　

正
臣　
　
　

歳　
　

門
谷

７９

佐
々
木
な
み
よ　
　
　

歳　
　

舟
場

８４

生
田
喜
美
子　
　
　

歳　
　

下
菅

８６

　

５
月

入
江　

幸
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

６７

　　「日野川のせせらぎ、幸せいっぱい、夢いっぱい」
　　　　　　　　　　　撮影● さん（松江市）

全国広報コンクールで、広報ひ

の (一枚写真 )が読売新聞社賞

に選ばれました。前担当者Ｏ氏

の努力の結晶です■今まで数々

の賞に輝いた広報ひの…ものす

ごいプレッシャーではございま

すが(汗)、伝統を大切にしなが

ら、自分なりのカラーでの紙面

づくりを心がけています■ご意

見、感想、ニュースなど、どん

どんお寄せくださいね！ (ｉ )
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ま
る
で
花
の
迷
宮
だ
。

　

思
わ
ず
息
を
の
む
。

　

色
彩
の
輪
舞
。

　

花
。

　

花
。

　

む
せ
返
る
よ
う
な

　

命
の
息
吹
。

　　

小
泉
八
雲
の
描
い
た

　

不
気
味
な
伝
説
の
残
る
滝
は

　

す
ぐ
そ
こ
で
あ
る
。

　　

し
か
し
、

　

荘
厳
な
滝
の
た
た
ず
ま
い
と
は

　

う
ら
は
ら
に
、

　

そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
せ
ば
、

　

花
々
で
彩
ら
れ
た

　

美
し
い
迷
宮
が
あ
る
こ
と
を

　

ハ
ー
ン
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

さまざまに咲き誇る滝山公園の花々


